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はじめに 

 『わがままハウス山吹』という名称に決まったのは、2018年 9月です。国土交通省

「スマートウエルネス住宅等推進モデル事業」に選定されたことを受けて、本格的な

準備を開始する当法人理事会と「八ヶ岳根っこの会」の懇談会で決まりました。「わが

ままに自由に暮らす家なら、それは『わがままハウス』でしょう」という役員の一言

と、山吹が自生する場所なので『わがままハウス山吹』と命名しました。 

  

“自宅ではなく、見守られて安心して一緒に暮らせる家が欲しい”という地域住民

の声から “支援付きシェアハウス”を作ろうと取り組みをスターﾄしたのは 2018年 1

月です。そして「スマートウエルネス住宅等推進モデル事業」に 6月に応募し、8月

末に選定され、約半年間で改築して、2019年 4月に開設することになりました。 

  

北杜市は、北に八ヶ岳連峰、南西に南アルプス連峰、南東に富士山、東に茅ケ岳、

という美しい山々に囲まれた風光明媚。それに晴天日が多く日照時間が日本一です。

芸術家が多く住み、美術館、博物館、ミュージアムなどが 40か所以上もあり、年間を

通して活発な音楽演奏会や講演会などが催され、文化・芸術の発信基地としての魅力

もあります。首都圏などからの移住者が多い地域でもあります。 

 この地域に合った“自宅ではなく、見守られて安心して一緒に暮らせる家”を地域

住民といっしょに作り上げることに取り組んできて実現しました。 

 

 「スマートウエルネス住宅等推進モデル事業」に応募した際に、事業開始 1年間の

実践を報告集としてまとめることを約束していました。今年度のはじめに報告集をま

とめる予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う現場の様々な事情で大変遅

れましたが、1年半の活動を『一年半のあゆみ』として報告集にまとめました。全国

様々な場での居場所作りに少しでも役立てれば幸いです。 

 

企画をしてから完成までに非常に短い期間でしたが、何とか家が完成し、その後 2

年弱の事業が継続できたのは、関係する多数の団体・個人のみなさまの多大なるお力

添えがあってのことです。誠にありがとうございました。 

 

2021年 1月末日 

 

一般社団法人だんだん会 理事長 

わがままハウス山吹 ホーム長 

宮崎和加子 
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わがままハウスの概要 
 

１）ペンションを改築した“支援付きシェアハウス” 

 『わがままハウス山吹』は、築 29年のペンションを改築して新たにオープンした

“支援付き共生すまい山吹”であり“多機能型シェアハウス”です。入居・利用対象

者を限定せず、介護施設ではなく誰でもが入居・利用できる“家”“居場所”“アパー

ト”として作りました。 

 

“自由に”“わがまま”に暮らす家です。 

超高齢でも、要介護でも、終末期でも、安心して暮らせるシェアハウスです。 

日中は、寄り添いスタッフが在宅し、いっしょに過ごし見守ります。 

住民主体でのサロン活動も実施します。 

暖かい居心地のいい空間をみんなで作り上げましょう！ 

〜募集用パンフレットより〜 

 

 

２）家の作り  

 居室が１0部屋（最大１１部屋の使用可能）と、ゆったりとしたリビングや多目的

ホールがあり、古民具・調度品と絵画に囲まれたちょっとおしゃれな家です。 

  （床面積 397.22㎡ 木造２階建て）  Ａ〜Ｋは居室です。 
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①全体像 

 ＪＲ小淵沢駅や中央高速小淵沢インターから５

分、道の駅こぶちざわにも近く、西隣に山梨県立馬

術競技場があり馬が走るのが見える心地よい自然

環境にも恵まれた場所です。 

 

 

 

 

②玄関・車いす用リフト 

 季節の花が絶えない玄関。ステンドグラスも豪華です。 

 車椅子用のリフトがあり、別玄関を設置しています。また、駐車場からスロープを使

って入室することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③玄関ホール、エレベーターの新設 

 感染対策として、玄関を入ったらまず手洗い・うがいです。その場を作りました。 

また、高齢者や障害がある方の入居が想定されることから、新たにエレベーターを設置

しました。 
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④台所・食堂兼リビング 

 入居者ご自身で食事作りをすることも可能です。また、皆さんで和気あいあいとおや

つを作ったり、漬物をつけたりできるように改築しました。 

 

 

 

 

 

⑤多目的ホール 

 地域の皆さんのサロン活動にも利用可能であり、入居者の家族や友人との会話、様々

な会合にも利用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓺浴室・トイレ 

 露天ブロ風です。 

車いす用トイレも、2か所にあります。 
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⑦階段ホール・廊下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧2 階の談話コーナー 

 2階の談話コーナーからは、日本で 2番目に

高い北岳がきれいに見え、周辺の林の新緑や紅

葉が見事です。 

 

 

 

 

 

 

⑨調度品・絵画・テラス 
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⑩居室 （10 部屋、9.93 ㎡〜18.51 ㎡） 

 広さや雰囲気は各部屋が違います。 
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３）実施する内容・機能 

 『わがままハウス山吹』で実施する内容は、以下の通りです。 

①日帰りサービス 

・わたしの茶の間山吹  （住民主体型サロン） 

・オレンジサロンこぶち （認知症カフェ） 

②入居 （長期・短期）  

 ・見守りつき住宅 

   ・一人暮らしが不安な要支援者・要介護者・虚弱高齢者 

   ・我が家のような雰囲気の家でのショートステイ 

   ・要支援の両親の呼び寄せ 

   ・施設入所の待機中の方など  

③別荘ホスピス（重症者ケアハウス） 

   ターミナル期の方、重度の医療ニーズのある方など 

看取りも行います 

 

４）対象者 

 以下の通り、どなたでも利用可能です。ただし、後述の方は入居困難です。 

Ｑ＆Ａ 

Ｑ１ 年齢制限はありますか？        Ａ： ありません。0 歳～100 歳以上でもＯＫ 

Ｑ２ 要介護認定は必要ですか？      Ａ： 必要ありません。要介護度がなくてもＯＫ 

Ｑ３ 病気の種類・程度は？          Ａ： 問いません。重度の方でもＯＫ 

Ｑ４ 北杜市に住民票がなくてもいいか？ Ａ： 住民票がなくてもＯＫ 

Ｑ５ １部屋を２人で利用してもいいか？  Ａ： 可能です。ただし利用料は別途規定 

Ｑ６ 短期利用でもいいんですか      Ａ： 可能です。一日でもＯＫ 

Ｑ７ 家具の持ち込みはいいか？      Ａ： 可能です。貸し出し用家具もあり 要相談 

Ｑ８ ADL（日常生活動作）はどの程度の人ですか？ 

  Ａ： 食事・・・自分で食べられなくてもＯＫ。簡単な治療食でもＯＫ 

    排泄・・・失禁でもＯＫ  トイレ介助でもＯＫ 

    入浴・・・介助が必要でもＯＫ 

    移動・・・車いす移動でもＯＫ 

   会話・・・会話ができない人でも不可能ではないが、要相談 

入居困難な方 

① 夜間帯、一人で過ごせない方（夜間、見守りが必要な方） 

② 随時の医療的ケアが必要な方（吸引など） 

③ 重度の認知症の方 

④ その他、共同生活に適さない方など 

入居後、このような状態になった場合は、相談の上、退去対象となります。 
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５）職員体制 

★日中（8：00～20：00）は寄り添いフタッフが常駐（見守り） 

   夜間帯は、入居者の状況により対応します。 

★夜間帯は、緊急コール対応します 

★医療・看護・介護は、地域の熟達したチームが担当します。 

  医療・介護関連のサービスは外部からのサービス利用となります 

  （訪問看護・訪問介護・訪問リハビリ・定期巡回・デイサービスなど） 

★医師は、ご本人が選ぶ医師にお願いする。必要時、訪問診療の医師を紹介する。 

 

６）利用料 

 利用料は、大きく２つに分かれ、基本料金（全員が負担する料金）とオプションサー

ビス料（選択制のオプションサービス料金）です。（別紙参照） 

(1)基本料金 

 ・居室利用料 

   部屋の広さや環境により、1か月 50,000〜100,000円 

 ・管理費 

   共有スペースの維持管理・消耗品、水光熱費、エレベーターの保守管理費などで、 

   1ヵ月 30,000円 

 ・寄り添いサービス料 

   朝 8時から夜 8時まで常駐し、入居者に寄り添い生活支援する職員の人件費 

   1ヵ月 50,000円 

 ・入居一時金 

   1か月以上入居する場合に、入居一時金 200,000円（返金なし） 

 短期利用の場合の料金は、日額（別紙）です。 

 

(2)オプションサービス料 

 ・食事支援サービス 

  自炊も外食も自由です。わがままハウス山吹で調理することの支援を受ける場合は、

別途の料金となります。（朝 400円、昼 500円、夜 600円、おやつ・嗜好品含む） 

 ・外出支援サービス 

  自動車での外出支援（買い物・受診など） 1時間 1,200円 

 ・家事支援・生活支援相談 

  自室の掃除や洗濯などを代行する場合は別途料金。 

 ・健康維持・増進 

 

７）地域とのかかわり 

定期的に、地域住民参加の『住みよい共生すまい作り地域会議』を開催し、意見を参

考にしながら運営を進める。  
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Ⅰ 企画・応募・開設準備 

１．モデル事業応募までの経緯 

 

１）一般社団法人だんだん会（当法人）の設立目的と概要 

当法人は、2016 年 1 月に発足した法人です。設立目的は、人権を尊重した良質な医

療・看護・介護・福祉の実現を目指し、豊かな自然環境の中で幸福を実感して生きるこ

とができることに寄与することです。（＜法人設立目的＞参照） 

 また、運営理念としては、営利を目的とせず、地域住民とともに地域に役立つ事業を

実施することです。（＜法人の運営理念＞参照） 

  

 

2017年には、収益事業として、以下のような 3つの事業を開始しました。 

① 認知症対応型グループホーム（グループホームわいわい白州） 

② 訪問看護ステーション（地域看護センターあんあん） 

③ 定期巡回サービス（定期巡回てくてく 24） 

その他に、認知症カフェ 2か所（オレンジサロン）を実施しています。 

  

＜法人設立目的＞ 

加齢や病気・障害があっても、 住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる地域づ

くりをめざし、また、人権を尊重した良質な医療と看護・介護・福祉を実現するために、

地域住民と力を合わせ住民の保健福祉の向上に寄与することを目的とする。 

 また、人々が豊かな自然環境の中で、心身健康に幸福を実感して生きることができる

ことに寄与することを目的とする。 

 

＜法人の運営理念＞ 

◆営利を目的としない 

医療・介護・福祉は営利を目的とせず、しかし事業継続できるような経営を安定でき

るように運営することが重要であると考えます。そのことを実現するためには「一般社

団法人」は適していると考え、良質な事業運営・サービス提供を目指していきます。 

◆地域住民とともに、地域に役立つ医療・介護・福祉をていねいに実践していく 

‟地域住民ともに“を基本とし、住民視線で地域活動の居場所作りも実施します。 

◆誰でもが利用しやすいような配慮 

生活保護の方、また経済的理由で利用できないということがないように、法人とし

て種々の案を講じ、誰でもが利用しやすいように運営します。 
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２）「八ヶ岳根っこの会」との出会い 

  

地域住民との意見交換の場 

当初から、“地域住民といっしょに”“地域に役立つ必要なサービス”を作っていくと

いうことを掲げていたので、地域住民の皆さんとの意見交換の場を設けていました。 

例えば、サロン活動をはじめる前に、地域ではどういうサロン活動を求めているのか

について『サロン活動意見交換会』を開催しました。様々な年代の方が集まり、多様な

意見・アイデアを出してくださいました。「麻雀サロン」「認知症になりたくない人のサ

ロン」「読書会」「アロマサロン」「郷土料理サロン」などですが、なんと「高齢者の婚

活サロン」もぜひやってみたらどうだろうという意見も出ました。実際にいくつか実施

しました。 

  

『八ヶ岳ふるさと倶楽部』との出会い 

 地域住民のある方が、「移住してきた人たちの倶楽部があるよ。活発に活動している

よ」と教えてくれました。ご紹介いただき、代表の方にお会いしました。そのお話の中

でわかったことは、田舎暮らしを勧め、20 数年前から都会から八ヶ岳周辺に移住する

人を応援してきたということです。移住してこられた世帯は約 900世帯で、その中の約

350世帯が『八ヶ岳ふるさと倶楽部』の会員となり、さまざまな趣味や自然を満喫する

サークル活動や、あるいは困ったときに助け合う自助グループ活動など多様な活動を自

主的に行っているのだそうです。 

 その活動の一つに、好きで移住してきたこの地で最期まで暮らし続けるための何らか

の活動をしていこうというグループがあり、2年間ほど勉強会を続けていることを知り

ました。その人たちと一度会って話し合ってみようということになったのです。 

 

『八ヶ岳根っこの会』との出会い 

 2017 年 12 月以降に、自主活動をしてこられた方々と当法人理事と定期的に会合し、

やりたいこと、やろうとしていることなどをどのように実現していくかなどと繰り返し

議論を重ねました。「ホームホスピスのようなものを作りたい」「在宅で看取りをする

方々へのボランテイア活動をしたい」「人と語りあいたい人が集まるサロンをやろう」

などという積極的な提案がありました。 

 そこで、当法人といっしょになって（協働で）、地域住民が求める何らかの事業をし

ようということになり、そのために任意団体を作ることになりました。その結果、名称

は『八ヶ岳根っこの会』（以降、「根っこの会」と記す）とし、規約も作りました。 
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スマートウエルネス・・・モデル事業との出会い 

 当法人と市民団体「根っこの会」で、共同で何かを作り上げていこうということが確

認されました。しかし何を作り上げるのかはしばらくはっきりしませんでした。何度も

話し合う中で一致したのは、次のことです。 

 

  

高齢の一人暮らしでも、ある程度の要介護状態でも、人生の終末期でも住み

続けられる家のような居場所・建物を作ろう！  

 

 

建物を作るということは、それ相応の金銭的な準備が必要ですが、当法人も「根っこ

の会」も経済的なゆとりは全くありません。さてどうやって実現するか・・・。何らか

の補助金制度などないだろうかと探しました。 

 その結果、国土交通省の平成 30年度（2018年度）「スマートウエルネス住宅等推進モ

デル事業」があることを知りました。これに応募し補助金を活用して実現していくこと

を目指そうということになりました。 

 

 

 

  

  

八ヶ岳根っこの会の想い 

「八ヶ岳根っこの会」は、現在５人の陽気な仲間です。それぞれが長く務めた仕事を終え

たり、仕事を少し減らして、北杜市に移り住みました。 

私たちはここで最期まで暮らし続けるためには何が必要なのか、自分らしく生きるには何

を準備しておけば良いのかを話し合いました。超高齢社会の当事者として、余力のある今、

誰かの役に立ちたいと思い「根っこの会」を立ち上げました。山梨県に根付く「無尽」のよう

に、多くの人と根っこでつながり、支え合えるような会を目指しています。 

「わがままハウス山吹」が、この地域の人たちにとって、支え合いながら共に生きる心地の

良い居場所であり続けるために、私たちも微力ながらお手伝いをしたいと思います。 

2019.1 月記 
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２．モデル事業に応募した内容 

 

１）モデル事業募集の概要 

  

平成 30 年度スマートウエルネス住宅等推進モデル事業」とは、国土交通省の補助事業

です。 

「国土交通省では、高齢者・子育て世帯等の居住の安定確保及び健康の維持・増進に資

する先導的な事業等を行う民間事業者などを下記２部門で公募し、国が選定した事業の

実施に要する費用の一部を補助します。 

 一般部門：具体的に課題解決を図る先導性が高い事業 

 特定部門：健康の維持・増進に資する住宅の普及を図る事業 

 

＜提案事業の主な要件＞ 

① 高齢者等の居住安定確保及び健康の維持・増進に資するために具体的に課題解決

を図る取組みで、先導性が高く創意工夫を含むものであること 

② 公開等により、高齢者等の居住の安定確保及び健康の維持・増進に資する住まい

づくり・まちづくりの推進上効果を高めるための情報公開を行うものであること 

  （国土交通省の募集要項より） 

 

 

２）モデル事業に応募した内容 

事業提案名： 『支援付き共生すまい山吹』創設運営事業  

～空きペンションのイノベーション～ 

事業の概要 

最も空き家率の高い山梨県。さらに風光明媚な自然環境に恵まれて移住者が多い八ヶ

岳南麓（北杜市）で、空きペンションを改築して高齢者・終末期の方などが住まい集う

「支援付き共生のすまい山吹」を創設し運営する。 

創設・運営にあたっては、住民組織『八ヶ岳根っこの会』と共同企画・運営する。住

み慣れた人だけではなく、「ここに住んで、ここで最期を迎えたい」と地元以外の方で

も利用できるようにし、高齢期の移住も含めて短期・長期にここに住み集える場・拠点

をつくる。 

 

事業の背景・解決しようとする課題 

① 空き家率日本一（山梨県）で、ペンションの閉鎖・売却予定が多い 

② 都会からの移住者が多い地域で、地縁・血縁が少ない住民が多い（＊） 

③ 人生の最期までこの地域で過ごしたいと希望しても実現できず、やむを得ず身内の

いる地域に転居している高齢者が少なくない現状がある。また、在宅での終末期生

活を支えるサービスが少ない。 
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④ 医療ニーズの高い病人・要介護者のショートステイの受け皿が少ない。 

⑤ 要介護状態への不安、人生の終末期の居場所とケア内容についての不安のある人が

多い。 

⑥ 地域貢献する意思のある住民が多いが、主体的に力を発揮する機会・場・方法が少

ない。 

⑦ 提案団体である「一般社団法人だんだん会」は、移住者でサービス提供に熟達した

ものと、地元行政の立場で長年地域づくりに取り組んできたもののコラボネーショ

ンで設立した。他の理事も含めて、非営利で良質な医療・看護・介護・福祉の実現

のために、地域住民のニーズに沿って制度化されていない事業も実施していくこと

を方針としている。 

  

＊移住者の推移と現状 

 飾り気のない自然環境を気に入って移住される方の多くは、定年前後の中高齢者であ

る。子育てにおいては、ほどほどの田舎が好まれて移住される世代も多い。 

最近、本市への移住者の伸びは著しく、平成２６年以降、出生を除く人口の社会増が、

死亡を除く社会減を上回っている。移住者には転入時に市独自の調査を実施、最近の移

住者は年間 1,000人を上回り、東京都内からの移住者が３分の１を占めている現状であ

る。 

 

提案事業の全体像 

１．空きペンションを購入・改築し『支援付き共生すまい山吹』を創設する。 

シェアハウスの規模として 10 名（室）程度が望ましいと考え、ペンションの規模が

適当だった。 

山吹が野生し、県立馬術競技場隣接の標高約 1,000mの高原。 

道の駅や地域開放型高級ホテルまで徒歩圏内の好条件の地。 

２．『支援付き共生すまい山吹』は 3つの機能 

①サロン『わたしの茶の間山吹』 （住民主体型サロン） 

地縁・血縁が少ない住民のおしゃべり・つながりの場を住民主体で作り、運営する。 

②24時間支援付き住宅山吹  （見守りつき住宅） 

  対象を限定せず、どんな状態でも入居できるようにする。 

③別荘ホスピス山吹  （重度者ケアハウス） 

ターミナル期の方、重度の医療ニーズのある方などが利用できるホスピス 

３．医療・看護・介護サービスは、プロのチーム集団 

  必要なサービスは『トッピング方式』（外部サービス利用）で行う。 

・医師は、ご本人が選ぶ医師。必要時、訪問診療の医師を紹介する。 

  ・介護と看護は、外からのサービスを利用するかデイサービスなどを利用する。 

４．運営は、「住みよい共生すまい作り地域会議」で進める。 

  地域住民や利用者本人も参加した会議で運営していく。 
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住宅及び施設の整備 

 

＜支援付き共生すまい山吹の建物の４つのモットー＞ 

①居心地の良い空間  

 個室にいても、リビング・テラスでもさわやかな風が通り、近隣の林を散歩する人た

ちを身近に感じ、美味しい料理の匂いに誘われる居心地のいい空間。ガラス張りの林の

中の入浴。 

② つながりが作りやすい 

 広すぎない集う場所があちこちに。バーベキュー設備、燻製作り設備、お日様たっぷ

りのテラスなどがある。いっしょに散歩する道、いっしょに買い物をする店も近くにあ

る。 

③ 自立支援 

 自分で、あるいは自分たちで日常生活を送ることができるような工夫をしている。（い

わゆる自立支援） 例えば、台所（一般家庭と同様の配置・備品・物品）、お風呂（広す

ぎず、危なくない工夫）、洗濯場の設置など。 

④ 開放的 

 家にこもりきりになるのではなく、“出かけられやすく”“入りやすい”家になるよう

な開放的な造り。窓が多く、玄関はもちろん、リビング・テラスが開放的な造り。 

  

＜改築のポイント＞ 

築 29 年のペンションを、高齢者や終末期の方が暮らしやすく居心地のいい空間に改

造する。 

①エレベーター設置 

②２階の中央に、いい景色が見え（北岳が見える）明るくちょっとしたおしゃべりがで

きる空間に改造する。 

③トイレや洗面所を自立支援と快適な空間の観点から作り直す 

④バリアフリー化 玄関などの段差をなくす 

⑤リビングを床暖房にする 

 標高約 1,000ｍで寒冷地のため、安全な移動・心地よい居場所作りの観点から床暖房

にする。 

⑥浴室・脱衣室を、安全に自分の力で入浴できるようにする。また要介護５でも入浴で

きるようにリフトを設置する。 

⑦台所の改築 
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解決方法における先導性・創意工夫点 

１．つながりを重視した「支援付き共生すまい」にすること 

 多様なニーズのある利用者へのサービス等運営は難しい面があるが、訪問看護・介護

に熟達した職員体制と連携で、多様な共同生活支援、ターミナルケアまで支えることが

できる。 

単に高齢者住宅やホームホスピスではなく、不安な一人暮らしの方から、終末期の人

まで幅広い層の方が利用できるようにし、利用者同士がつながりをもって暮らす家にす

ること。人口規模が小さい地域（北杜市人口 4.8万人）で、地域の中の多様な需要・要

望に応える内容となっている。 

 

２．地域住民が主体となって創設・運営を行っていくこと 

 当法人は、創設主旨として「地域住民の主体的な活動を支援・応援する立場で住みよ

い地域づくりに貢献していく」と掲げ、その結果、地域住民の主体的な任意団体『八ヶ

岳根っこの会』（通称、根っこの会）の設立が実現された。「在宅ホスピスボランテイア

入門講座」、「サロン活動」は根っこの会の発案から出発した事業である。 

 今回の取り組みにおいては共同で事業創設・運営をすることとなり、入居者・利用者

同士の潤滑油となり、さりげない見守りをご支援し、地域住民とのパイプ役となって、

自らも充実した潤いのある生き方につなげていくことができる。 

 

３．在宅ケアのプロ集団と地域住民のコラボレーション 

 この地域では、ここ数年、在宅支援のネットワークを着実に進めている。訪問診療の

中核となる医師、在宅重度者対応を得意とする看護師集団、一日複数回訪問して在宅生

活を支える介護看護集団、困難に見える利用者でも支えるケアマネジャー集団などが存

在する。さらにスキルアップして医療介護のプロ集団と、地域住民などが一緒になって

取り組む。 

 

 

３）モデル事業の評価 

提案事業は、学識経験者からなるスマートウェルネス住宅等推進モデル事業 評価委

員会（以下、「評価委員会」という。）において、以下の視点により総合的に審査・評価

を実施されました。その結果、当法人の提案事業は評価され選定されました。その理由

は以下のようでした。 

在宅看護・介護や認知症ケアに先進的に取り組んできた提案者が、元ペンションを地

域での看取りも可能となる見守り住宅等として福祉的に活用する取り組み。近年の移住

ブーム及び推進の動きを背景として、都市近郊の別荘地などの問題を的確に捉えた現実

的な提案をしている点や、首都圏の多様な高齢期のライフスタイルを支えるモデルにな

りえる点を評価した。 
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３．準備した具体的な内容 

 2018 年 8 月末に、モデル事業の補助対象に選定され、2019 年 4 月オープンに向けて

具体的な準備を始めました。その主な内容は以下の 8項目です。 

 

１）改築 

前述のとおり、築 29 年のペンションを、高齢者や終末期の方が暮らしやすく居心地

のいい空間するために、以下のような改築を行いました。 

 

① エレベーター設置 

② スプリンクラーの設置 

③ ２階の中央に、いい景色が見え（北岳が見える）明るくちょっとしたおしゃべりが

できる談話コーナーを設置する。 

④ トイレや洗面所の改築（自立支援・高齢者が使いやすく） 

⑤ バリアフリー化 玄関などの段差をなくす 

⑥ リビングを床暖房にする 

 標高約 1,000ｍで寒冷地のため、安全な移動・心地よい居場所作りの観点から床暖房

にする。 

⑦ 浴室・脱衣室を、安全に自分の力で入浴できるようにする。 

⑧ 台所の改築 共同生活しやすいように改築 

 

改築の費用は、計画よりも増額となり、合計 47,000,000円（税込み）でした。 

補助金 18,384,000円 

床面積：397.22㎡ 
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２）資金確保 

 ＜開設資金＞ 

開設するにあたり、資金計画と実際の経費の概算は以下の通りです。7,000万円の資

金計画でしたが、実際は改築費が 12,000 万円超過しました。その理由は以下のようで

す。 

① 当初の計画にはなかったが途中でスプリンクラー設置をすることにしたこと 

② 高冷地用の器具（例えばエアコンなど）に経費が追加になったこと 

③ トイレや浴室などの改築に予想以上の経費がかかったこと（築 30年のため） 

④ 駐車場整備にかなり経費がかかったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資金確保＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマートウエルネス住宅等推進モデル事業では改築費の２/3 補助となっています。実際

の改築費と補助金の比率が合致していないのは、申請の段階では含まれていなかった改築

経費がその後増額となったためです。 

  

計画 実際の経費

建物土地取得費用 32,000 32,000

改修費用 30,000 47,000

その他の費用（家電・家具等） 2,000 2,000

合計 64,000 81,000

開設資金計画と実際（概算）　　単位：千円

補助金 18,384

寄付金・基金 15,000

日本政策金融公庫借入 20,000

個人借入 25,000

その他 2,616

合計 81,000

資金確保（概算）　　単位：千円
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３）入居者確保 

 入居者確保のための方策としては、次のようなことを実施しました。 

 

◆看板による宣伝 

 自動車の通りが多い立地条件

を生かして、目立つように看板

を取り付けて宣伝しました。 

 

 

 

 

 

◆内覧会の実施 

 建物と実施内容を知ってい

ただくために、３回の内覧・見

学会を実施しました。 

（別紙参照） 

 

 

 

 

 

◆随時の見学受付 

 開設後も随時見学を受け付

けました。 

 

 

 

◆ホームページでの宣伝 

 

 

 

  

 

        一般社団法人だんだん会 

わがままハウス山吹 

内覧会のご案内 

 

 

 

第１回：＜内覧＞ 2019年 3月 11日（月）10：00〜16：00 

        ＜説明会＞2019年 3月 11日（月）13：00〜14：00  （詳細な説明をいたします） 

 

第２回：＜内覧＞ 2019年 3月 17日（日）13：00〜16：00 

        ＜説明会＞2019年 3月 17日（日）14：00〜15：00  （詳細な説明をいたします） 

 

第３回：＜内覧＞ 2019年 3月 31日（日）10：30〜12：30 

      13：00からスパテイオで 記念講演会・座談会があります。（別紙参照・ＨＰ参照） 

          

小淵沢に『わがままハウス山吹』（支援付き共生すまい

山吹）が完成しました。内覧会（説明会も）を行います

ので、お誘いあわせの上、気軽においでください。 

    なお、下記以外でも随時、見学を受け付けています。下記まで連絡を！ 

住所：北杜市小淵沢町 10123-2 

＜問い合わせ＞ 

だんだん会法人本部 0551-45-9566 

当日    090-9395-0509 
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◆見学者・来客者の状況 

オープンする前から多数の方が見学などに来所されました。 

 

見学・来客者数は、オープン前に約 200名、その後半年間で 200名、合計約 400

名です。 

 

 

来所の目的は、2種類で『すぐに入所のための下見』（入居検討見学）と『一般的に見て

みたい』です。開設後の来客者 200名の状況は以下の通りです。 

 来客者の 83.5％は『一般的に見てみたい』『自分の老後のために見ておきたい』とい

う方で、『入居検討のための見学』は、33名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開設後の来客数 合計200名

一般的見学 入居検討見学 合計

件数 57（76%） 18　(24%) 75

人数 167　(83.5%) 33　(16.5%) 200
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４）職員確保 

 『わがままハウス山吹』の職員として必要なのは、『寄り添いスタッフ』と名付けた

資格を有しない一般市民です。“誰でもいい”というわけではなく、入居者の個人情報

の守秘・人権を守ること・生活を支援すること・自立支援を目指すことなどを理解し信

頼できる方を探すことになりました。 

 朝 8 時から夜 8 時までの 12 時間を 2 分して、6 時間ずつの 2 交代制で実施すること

で募集を始めました。 

 幸い、いっしょに『わがままハウス山吹』を作り上げてきた『八ヶ岳根っこの会』の

みなさんの協力（自ら働くことと紹介）により、何とか確保できました。 

 『寄り添いスタッフ』は、市民・隣人として生活支援を担当しますが、介護はしませ

ん。介護が必要な方が入居した場合は、外付け（外部サービス）で主に当法人の介護事

業が担当するという仕組みです。必要に応じて日中の生活時間の 12 時間は 2 名が常駐

することになります。 

 

５）業務基準作り 

 『寄り添いスタッフは、何をするのか』を根っこの会の皆さんと何度も話し合いまし

た。介護をするのではなく、寄り添うってどういうことなのか・・・。具体的な内容を

1つずつ検討して『寄り添いスタッフの業務基準』を作成しました。 

 

  

寄り添いスタッフ

業　務　基　準
　　Ｖｅｒ．1-2　　　２０１９年４月９日

一般社団法人だんだん会

わがままハウス山吹

寄り添いスタッフの役割 

 

１．利用者の側に立って、市民（家

族・近隣）の視点から、身近にいて支

援する 

 

２．介護ではなく、「生活支援」・「生き

ること支援」を重視した支援をする 

 

３．「孤立せず」、「つながりを無理強

いしない」生き方支援をする 

 

４．介護職員・医療系職員との連携・

橋渡しの役割を果たす 

 

５．ご自分らしく生ききることを大胆に

支援する 

 

 「業務基準」より抜粋 
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６）「住みよい共生すまい作り地域会議」開催 

 『わがままハウス山吹』を地域の皆さんといっしょに作り・運営していくという方針

のもとに、オープン前の 2月に上記の地域会議を開催しました。 

当日は、根っこの会、医療関係者、介護事業者、地域住民代表、当法人関係者など 13

名の参加でした。作ることになった経緯や目的、実際の運営方法について説明のあと懇

談しました。 

「こういう家があるととても安心できるのでありがたい」 

「〝この家で死にたい人、大歓迎“とパンフレットに書いた方がみんな安心できるので

はないか」 

「退居規定をしっかり作った方がいいでしょう」 

「夜間帯に職員がいないことがちょっと不安なのでは」 

「でも基本的に家なので、選択肢の一つとしてはいいのではないか」など、活発な意見

交換ができました。 
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７）記念イベント 

 日頃から地域住民のみなさんといっしょに勉強しあい意識を高め合う場を持つこと

をとても大事だと思っていて、ことあるごとにそういう機会を作っています。 

 そこで、開設記念イベントとして次のような企画をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 120名の参加者で、「とても有意義だった」という感想をいただきました。 

 

  

                     

         ま  

           一             

日 ：           （ ）            

  ：        （北杜市    2   -1 ）

  ：   

                   

                

            の  

         ：      （         ）
  ：    （地             ）

：      （             ）
：     （         ）
：     （  ・ 用   ）

   合  ・     

     人        0551 45  566
              .          .    

                      の      
      の         

    の            
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Ⅱ 事業開始以降 

2019 年 4 月より事業開始しました。その内容は、一つは多目的ホールを利用したサ

ロン活動で、もう一つは、長期・短期の入居です。 

 

１．サロン活動 

 ２チームのサロン活動が実施されました。 

 

１）「わたしの茶の間」（根っこの会主催のサロン） 

 サロン「わたしの茶の間」は、人と人との繋がりを深め、お互いに支え合う地域社

会を目指してスタートしました。最初は 2018年６月、だんだん会本部の居間をお借り

して始めました。参加者募集の際、「毎月２回そして１年間継続して参加してほしい。

一緒にお昼ご飯を食べ、おしゃべりをすること。」を掲げました。参加者 13人（男 8

人、女 5人）は主体的に会を運営することにも賛同してくれました。回を重ねるごと

にお互いにどんな人なのかが分かってきたように思います。そのための工夫として、

毎回おしゃべりのテーマをみんなで決めて一人ずつ話しました。誰もが話せる内容

や、普段の生活では考えたことがないような内容も、一生懸命考えたり思い出したり

して、みんなの前で話すことになります。話したり聞いたりすることで互いを知るこ

とができました。 

２年目も継続してサロン「わたしの茶の間」を行うことを参加者自身が決定しまし

た。 

 

その２年目に、だんだん会が「わがままハウス山吹」を開設し、２箇所目のサロン

「わたしの茶の間 山吹」（以降、「茶の間」と記す）を行うことを支援して下さいま

した。2019年からはサロンを 2箇所で開催しています。 

「茶の間」は新しく参加者を募集して、2019年６月からのスタートです。参加者は７

人（男３人、女 4人）、そして根っこの会の 5人。昼食を挟んで午前 10時から午後 2

時まで気兼ねの無い楽しい時間を過ごします。 

「茶の間」の参加者の中には、花の時期に庭の草花をたくさん摘んで持ってきて下さ

ったり、「わがままハウス山吹」の庭の手入れをボランテイアで行って下さる人たちも

います。また、「わがままハウス山吹」を会場にして音楽会を行ったときは、「わがま

まハウス山吹」の入居者の皆さんと「茶の間」の参加者との賑やかな交流がありまし

た。 

  

私たち「八ヶ岳根っこの会」は、年を取り、ひとり暮らしになって、『一人でいる時

間が長くて寂しい』『気軽に誰かと話したい』『ランチを誰かと食べたい』と思ったと

きに、サロンで親しくなった人たちがお互いに支え合うことができるのではないか

と、希望を持ってサロン活動を続けたいと思います。  （根っこの会 記） 
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２）「オレンジサロンこぶち」（当法人主催、認知症カフェ） 

 

「オレンジサロン（認知症予防） わいわいこぶち」を、「わがままハウス山吹」が

ある小淵沢町内で、平成３０年７月から開催しています。 

参加者の方がご提供してくださった「小さな元レストラン」で月に１回開催し、１年が

経過したその時に「わがままハウス山吹」との出会いがありました。 

「オレンジサロン」は、認知症になっても安心して暮らせる地域を実現するための一つ

として始めた事業です。この地域の認知症の方、その家族、認知症に不安を感じて重症

化予防に取り組みたい方などの居場所づくりを、そして認知症対策に関する情報を発信

できる場所が数多く増えていくことを目指して実施しているものです。 

サロンへの参加者が増え、「小さな元レストラン」が手狭になったことを機会に、あ

らためて目的達成の場所として「わがままハウス山吹」が最適ではないかと、運営する

ボランティアで検討し、「１階の多目的ホール」を使用して月に１回開催することにな

りました。 

オレンジサロンには、認知症と診断されていないが不安や悩みを感じている方も参加

されています。わがままハウス山吹入居者の方もご希望がある方には参加していただい

ています。 

「支援付き共生すまい山吹」は、オレンジサロンを通じて「老後の自宅以外の選択肢

の住まい」として、参加者をはじめ、地域の方に知っていただき、「住まい（空間）」を

自身の目で見て肌で感じて「自分らしい暮し方」を考えるきっかけになっていたことを

実感しています。 

 

歌声清らかに！ 

ギターと 

ハモニカの伴奏で 

 

 

 

 

  

                                                 

      

                 

                          

 

 

 

 

  

フラワーアレンジメントに挑戦 

 

簡単にできる非常食を只今試食中です。 
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２．入居者支援 

入居者状況 

１）相談・問い合わせ状況 

 開設後、半年の月ごとの来客者状況は、下の表のようです。 

 一般的見学者は、１か月に 10名〜20名、入居を検討するための見学者は、おおむね

1か月数名です。この状況は若干減少傾向ですがその後も続いています。 

 6 月・7 月の一般的見学者が多い理由は、当法人を応援してくれている住民の 1 人で

ある上野千鶴子氏（社会学者、東大名誉教授）が、テレビ番組『情熱大陸』に出演した

ことが関係すると推測されます。上野氏が直接「わがままハウス山吹」に来所して中を

案内する画像がテレビで紹介されたのです。その番組を見た全国の方から問い合わせが

あり、見学希望者が多かったのです。 

（ただし、2020年 2月頃よりは、新型コロナウイルス感染予防のために、一般的見学は

中止しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入居を検討するために来所した方の中で、入居申し込みをされた方は、大きく 2群に

分かれます。 

＜即、入居を希望する方＞ 

 後述する入居された方の例のように、一人暮らしの限界や家族の介護状況の変化、あ

るいは本人の身体状況からすぐに入居したいという方々です。1年半の期間は、ほぼ待

機期間なしに入居できました。 

＜今すぐではないが近い将来入居したいと申し込まれた人＞ 

 「入居したいときにすぐ入居できない可能性が高い。申し込みをしておかなければ入

居できないので申し込みをしておく。ただし、順番がきてもまだ入居したくない時は順

送りにしてほしい」という方が数名います。 

 

 入居を検討したが、申し込みをしなかった方の最も多い理由は、『夜間の見守りや介

護がないこと』『利用料が高いこと』でした。 

  

 別来客者数

一般的見学 入居検討見学 合計

4月 25 11 35

5月 24 8 32

6月 46 1 47

7月 40 0 40

8月 12 2 14

 月 20 12 32

合計 167 34 200
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２）入居・退去状況  

１年６か月の入居者数は、合計２５名でした。大きく分けて２つの群に分かれま

す。 

１つは、入退去日が決まっている短期利用者（ショートステイ）7名と、もう一つ

の群はそれ以外、つまり入居期間に関係なく入居した方で 18名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開設した 2019年４月の入居者数は 4名

で、その後少しずつ増えていき、年末に

は満室状態となりました。その間、退去

者もいましたが 2020年に入ってからは

ほぼ満室状態です。 

 

 開設計画では、入居していただく部屋

は 10部屋とし、1室は倉庫かあるいは緊

急の対応ができる部屋（あいまい部屋）

と位置付けていました。 

ところが実際に入居する方が部屋を選

ぶ段階で「あいまい部屋」を希望される

方がいたので、実質的には入居していた

だく部屋が 11部屋となりました。 

また当初は、長期入居用を 8部屋、シ

ョートステイ（短期利用）を 1部屋、そ

して緊急用に 1部屋という運営をする計

画でしたが、長期・短期ではなく「とり

あえず入居」が多かったのと明らかな短

期利用という人が少なかったので結果的

に長期入居が多くなりました。 

ただ、緊急入居のためのベッド・空間

は確保してあります。 

  

入居者数

入居（短期
以外）

短期入 合計

入  数 18 7 25

入居・退去状況

入  数 退去 数 入  実数

2019.4 4 0 4

5 2 1 6

6 0 0 5

7 1 1 6

8 1 1 7

9 2 1 7

10 2 0 8

11 2 1 10

12 2 0 11

2020.1 0 0 11

2 0 0 11

3 0 2 11

4 0 0 9

5 2 0 11

6 0 0 11

7 0 0 11

8 0 0 11

9 0 0 11

合計 18 7
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３）入居者の概要 

 ショートステイの入居者以外の１８名の入居者の概要は次の通りです。（ショートス

テイの入居者については後述） 

  

（１）年齢・性別 

 年齢は、70歳代が 3名（16.7％）、80歳代が 7名（38.9％）、最も多いのが 90歳代

8名（44.4％）でした。 

 男女比は、男性が 3名（16.7％）、女性が 15名（83.3％）と圧倒的に女性が多かっ

たです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２）要介護度 

 入居時に介護が必要な要介護者は 11名（61.1％）、要介護度なしの方が 7名

（38.9％）です。要介護度の内訳は、要介護 1が 5名（全体の 27.8％）、要介護 2が 6

名（全体の 33.3％）で、要介護 3以上はいませんでした。 

  

 齢・性別

男性 女性 合計 割合

70歳 1 2 3 16.7%

80歳 1 6 7 38.9%

 0歳 1 7 8 44.4%

合計 3 15 18

割合 16.7% 83.3% 100.0%

16.7%

38.9%

44.4%

年齢別入居者の割合

70歳代 80歳代 90歳代

16.7%

83.3%

男女別入居者の割合

男性 女性

27.8%

33.3%

0.0%
0.0%0.0%

38.9%

要介護度別利用者の割合

要介護

１
要介護

２
要介護

３

要介護度 （入 当 ）

入  数 割合

要  １ 5 27.8%

要  ２ 6 33.3%

要  ３ 0 0.0%

要  ４ 0 0.0%

要  ５ 0 0.0%

なし 7 38.9%
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（３）歩行状態 

 入居時の歩行状態は、階段昇降が可能な人が約半数で、車椅子移動の人が 4名

（22.2％）です。なるべくエレベーターを使用せずに、積極的に階段利用をすすめて

います。 

 

（４）認知症の有無 

認知症の有無は、まったく認知症がない人が 7名（38.9％）、認知症がある人のおお

まかな程度は以下の通りです。 

 

 

 

 

（４）入居前の家族状況 

入居前の家族状況は、一人暮らしが最も多く８名（44.4％）、次いで配偶者と二人暮

らしが４名（22.2％）です。その他の施設からの転居者が２名で、他のサービス付き

高齢者住宅とグループホームでした。 

 

 

 

  

歩行状態

入  数 割合

階段ＯＫ 10 55.6%

何 か 4 22.2%

車椅子 4 22.2%

認知症の有無

入  数 割合

なし 7 38.9%

軽度 4 22.2%

中等度 7 38.9%

重度 0 0.0%

入居前の家族状況

入  数 割合

 人暮らし 8 44.4%

配偶  二人 4 22.2%

子ども 二人 2 11.1%

子ども世帯 同 2 11.1%

その他施設など 2 11.1%
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４）入居理由 

 入居の理由は複雑に関係している場合がありますが、主な理由は以下のようです。 

 

 

（1）一人暮らしが不安 

 一人暮らしが不安で山吹（シェアハウス）を選ばれた方は 6名です。その中で、も

ともと地元で生まれ暮らしてきて、一人暮らしが不安でシェアハウスを選ばれた方は

2名です。4名の方は移住者で 10数年前にこの地に移住し、その後一人暮らしが困

難・不安のために家を処分し転居なさった方もいます。 

 この地域の特徴の一つが首都圏・静岡・愛知などからの移住者が多いことが挙げら

れ、“移住者の終活問題”などといわれています。選択肢の一つとして、わがままハウ

ス山吹が考えられているということを聞きました。それで見学者も多いのだと思いま

す。 

 

（2）他地域からの呼び寄せ 

 「他地域からの呼び寄せ」というのは、“移住された 60歳代の方が、親兄弟の介護

等のために主に首都圏からこの地に呼び寄せた”ということです。高齢の両親が首都

圏等に住んでいて、定期的に通って介護等をしてきたが、こちらに呼び寄せて世話を

する段階になり、呼び寄せたというケースです。しかし同居できない様々な理由があ

り、近くで安心できて食事の心配もないところを探し、わがままハウスに入居という

選択をした方です。 

 「呼び寄せ」の内容をもう少し詳しく見てみると、一つは、退院をきっかけに呼び

寄せるケースです。親が他地域で一人暮らしをしていたが脳卒中や骨折などで入院

し、その後一人暮らが困難になり、とりあえずこの地域に呼び寄せ、わがままハウス

山吹に入居し病状の回復状況をみながら、今後の住む場所を選ぶというような内容で

す。 

 「呼び寄せ」の 2番目は、要介護度が重度化し呼び寄せるケースです。要介護度の

重度化に伴い、移住された子どもさんたちが目の届くところ（施設等）で見守るため

に呼び寄せるというものです。 

 「呼び寄せ」の 3番目は、首都圏に住む単身の兄弟が、がんの終末期の段階にな

り、ホスピス的利用ということで妹さんが呼び寄せたケースです。 

主 入居理由

入  数 割合

 人暮らしが不安 6 33.3%

他地 からの呼び寄 5 27.8%

家族の  3 16.7%

入 施設の変更 2 11.1%

その他 2 11.1%
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（3）家族の事情 

 介護していた同居家族が病気になり急遽入院となり、まだ要介護認定も受けていな

かったために、避難場所的な利用をされたケース。あるいは、諸事情で住民票が他地

域にあり急遽利用できるサービスがなかったための避難などです。 

 

（4）入居施設の変更 

 それまで入居していた「サービス付き高齢者住宅」「認知症グループホーム」に不満

があり、自分に合ったより良い居場所を探してわがままハウス山吹に転居されたケー

スです。 

 

５）入居期間 

 1年半を経過した 2020年 9月末に入居している 11名の入居期間は、以下の通りで

す。開設の初期から 1年以上入居している人が 6名（54.5％）です。 

 

 

 

 

 

  

入居 間

　　2020年 月末の入  （11名）の入 期間

入  数 割合

１年以上 6 54.5%

６か月〜１年 3 27.3%

６か月未満 2 18.2%
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６）退去者数とその理由・入居期間 

開設してから 1年半の間に退去された方は 7名です。主な退去理由で最も多いの

は、他介護施設への転居で 57.1％です。その内容は、認知症が悪化してグループホー

ムへ入居された方、あるいは介護老人保健施設への入居などでした。 

自宅復帰された方は、一時的に足・腰などの痛みが激しく自力での移動ができなく

なり高齢の家族が介護できない状態だったのですが、入院適応でもなくわがままハウ

ス山吹での生活で改善し、自力移動が可能になり自宅に戻った方です。もう一人は、

新型コロナウイルス感染問題で、自宅療養に切り替えた方です。 

4日間で退去された方は、がん末期の時期をわがままハウス山吹で過ごそうと入居

されたのですが、他の激しい症状が出現し入院し、その後短期間で死亡されたとのこ

とです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入  数 割合 入 期間

他  施設へ転 4 57.1% 約3ヵ月

自 復帰 2 28.6%
1.5ヵ月

7ヵ月

入院 1 14.3% 4日

主 退去理由と入居 間　（退去 数　7名）
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７）入居後の生活の様子 

 入居される方には、別紙のような『入居者の皆さまへ』という内容で、ここでの生活

の送り方の説明をしました。（契約書の取り交わしは、ご本人の場合とご家族の場合が

あります） 

それぞれの入居者の皆さんは各自の入居理由・目的があり、日々の過ごし方も全く

まちまちです。その一部を紹介します。（個人情報が関係するので、一部編集して記述

しています） 

 

Ａさん 

 1人暮らしで年老いていく自分のこれからを考えて、まだ自分で判断ができるうち

に終活をしようと家を処分して入居なさった。まだ車の運転もできるので、わがまま

ハウス山吹を拠点に暮らそうと。調理もできるので自炊。他の入居者の世話もやらせ

ていただけるならやりたい。 

 一人暮らしの時には、一日中誰とも話をすることもなかったが、ここにきてとても

楽しい。誰かがいてくれることが安心。一人になりたいときには自分の部屋で過ごせ

ばいい。いっしょに暮らすことで煩わしく思うときもあるが、それよりは家に音や話

声があることが安心。急病の時にもいつでも相談にのって対応してもらえるので、と

にかく安心。 

 

Ｂさん 

 サービス付き高齢者住宅に入居していたが、つまらなかった。自分の部屋にトイレ

も浴室もあったが、いつも自分の部屋で一人。食事の時には食堂に行って他の入居者

といっしょに接したが、話しかけてもうまく返事ができない人などが多く、話し相手

がいなかった。 

 ちょっとしたおしゃれな会話を楽しみたいのにできなかった。ここは「おしゃべり

を楽しむところだ」と聞いて入居した。職員の方も他の入居者もみんなよくおしゃべ

りする。笑う機会も増えた。私は耳が遠いけれど、みんなそれに配慮してくれるので

とても嬉しい。 

 散歩が何よりも好きなので、それを十分に理解してくれるわがままハウス山吹に今

のところ満足。 

 

Ｃさん 

 他県で一人暮らしをしていたが、病気が悪化して入院した。退院の許可が出たが一

人暮らしが不安で、自信がつくまで数か月くらい、娘の近くのこのわがままハウス山

吹でリハビリをしながら暮らすことになった。 

 4ヵ月ほどで歩行も安定して杖も必要なくなって今後のことを娘たちと相談した。

自分としては、“住み慣れた地域”ではなく、新しく移り住んだこの地域のこのわがま

まハウス山吹での生活がとても心地いい。それで、ここで長期に暮らすことにした。
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季節ごとに干柿作り、たくあん漬け、その他やりたいことを実現できるのでとてもい

い。他の入居者も職員もみんないい人ばかりなので安心。 

 

Ｄさん 

 （娘さんの言葉）東京で一人暮らしをしていた母が超高齢で認知症になりかけてき

た。とても一人にしておけないので、移住した私の家に迎え入れたが、私も高齢で母

の介護ができなかった。大型の介護施設に入所させることには抵抗があり、どうしよ

うかと探していたところ、わがままハウス山吹を知った。 

 入居後、母はなじんでみなさんと一緒に暮らしていけそうだと安心した。ただ、認

知症の進行を考えてグループホームも申し込んでいた。数か月後やはり認知症が進行

した。ちょうどグループホームに入居できることになり転居した。 

 

Ｅさん 

 病気がちで寒い家（本当に寒いんです）で、一人で暮らすことに不安だった。冬の

期間だけ暖かいところで他の皆さんとおしゃべりしながら暮らして自分の体をリセッ

トしたいと、知人の紹介で入居した。 

 一人暮らしと違ってシェアハウスは、さまざまな価値観の人が集まっているので、

その違いに戸惑ったり、気分を害したりいろいろなことがあった。 

 体調も良くなってきたので、目的達成で共同生活を『卒業』して、自分で暮らすこ

とにした。 

 

Ｆさん 

 移住して 20年。知人も友人も多く楽しく暮らしてきた。自分ではまだ大丈夫だと思

うのに、離れて住んでいる子どもたちや友人たちから、「わがままハウス山吹」に入居

した方がいいと勧められた。それで、一度体験入所と思って 2泊 3日で入居してみ

た。自分に合っていると思ったが、まだ一人暮らしができるので長期入居はしなかっ

た。 

 ところが、病気が悪化して緊急入院してしまった。退院することになったが、周囲

のみんなに入居を勧められ、一度体験していていいと思ったので長期入居した。 

 職員や他の入居者といっしょに食事作りをしたり、声を掛け合って散歩や買い物に

出かけたり（コロナの前）、また外食にも出かけて楽しんでいる。 
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入居者の皆さんへ 
 

 この家は、みなさんが‟自由に“‟わがまま“に生活し、生きていくこと

を応援する場です。『第 2の我が家』と思って伸び伸びとお過ごし下さい。 

 

■朝 8 時から夜 8 時までが行動時間です 

 その間は、寄り添いスタッフが常駐します。 

・朝 8 時に玄関の鍵を開け、夜 8 時に鍵をかけます。その以外の時間の

出入りは遠慮ください。（状況により、配慮します） 

・食事は、おおむね 8：30 と 12：00 と 18：00 です。その日の状況

により変動します。 

・食事メニューは、なるべく入居者のみなさんの希望に沿って準備します。 

 外食も自由です。 

・午前と午後に「おやつタイム」がありますので楽しみましょう。 

 時間がずれることはありますが、自分で出かけてきてくださって結構で

す。その時の体調や気分で参加しなくても結構です。お声はかけます。 

 

■台所の使用 

 台所の使用は、自由です。安全上、ＩＨとなっています。 

使用方法はフタッフに聞いてください。 

 台所を使用して食事を作る場合は朝 8 時から夜 8時までに。 

 

■食事作り 

・食事の契約をしている方には、基本的に職員がお食事を作り提供致しま

すので手伝わなくて結構です。ただ、一緒に食事作りやおやつの準備を

希望する方はどうぞお手伝いください。大歓迎です。 

・介護保険のサービスの関係で、自分でやっていただく場合がありますの

で、了解ください。 

 

■浴室の使用 

 入浴は、朝８時から夜 8 時まで可能です。一日何回でも利用ください。 

 安全上、スタッフが心配りしますので、相談の上入浴してください。 

 入浴前後はスタッフに声掛けをお願いします。 

シャンプー・リンス・石鹸などは備え付けの物を使用するのは自由です。 

 

■洗濯機の使用 

洗濯機は 3台あります。どれでも自由にお使いください。 

 使用方法は、スタッフにお尋ねください。 
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 物干しも自由にお使いください。 

間違いやすい場合がありますので、名前の記入をお勧めします。 

■居室以外の共有スペースの使用 

 2階の談話コーナーや１階の食堂・居間・多目的ホール・デッキなどは

自由にお使いください。なるべく共有空間を利用いただき入居者同士交

流していけるようにしましょう。 

■外出 

・外出は自由です。外出前後は必ずスタッフに声をかけてください。 

 帰宅予定時間をお知らせください。 

・外出支援・送迎支援が必要な場合は、前々日までにスタッフにお知らせ

ください。なるべく対応できるように努力しますが、できない場合は相

談させてください。 

・外出支援は、有料です。1時間以内の片道・・・1,200 円 

            1時間以上の場合・・・1 時間 1,200 円 

   1時間を超えたら、2時間分の料金となります。 

   二人で外出する場合は、一人で上記の料金です。 

 

■掃除支援（お部屋） 

・掃除支援を希望する方は有料です。1 か月・・・5,000 円 

■お部屋訪問 

時々、スタッフがお部屋をお尋ねすることがあります。気軽にご相談下

さい。 

■金銭・品物の授受について 

・入居者同士、あるいは職員個人へのプレゼントなどは禁止します。 

・善意で差し上げたいものなどがあるかもしれませんが、様々なトラブル

の原因になる可能性がありますので、基本的には禁止です。 

・“どうしても”の場合は、職員に声をかけてください。個別に対応させ

ていただきます。 

 

■緊急電話 

 夜間、緊急に連絡が必要な場合（急病・急な出来事など）を考慮して、

緊急のための携帯電話の保持を希望される方は、お知らせください。無料

でお貸しします。 

       緊急電話 〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇 

       

他の入居者さんを、共に暮らす仲間として尊重しあって暮らしましょう。 

ご自分の家と思って、改善点などいつでもおっしゃってください。 
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８）入居後のアンケート結果 

 開設後半年が経過した 2019年 10月に、入居者の皆さんに入居後の生活についてア

ンケート調査を行いました。入居者 9名の結果は以下の通りです。 

 

それぞれ 5段階評価です。       １．とてもよい 

                   ２．まあまあ 

                   ３．普通 

                   ４．あまりよくない 

                   ５．よくない 

1．全体的 評価 

 全員が「とてもよい」「まあまあ」という評価でした。 

 

 

＜自由記載＞ 

・これだけ自由勝手にさせていただけることは驚きです。 

・スタッフの人間的なレベルの高さ・資質・人柄においても素晴らしく感謝の日々で

す。 

・スタッフがやさしい 

・夜間にスタッフが誰もいないことが不安に思う。 

 

2．食事 

 「まあまあ」と答えた人が 44％で最も多く、「とてもよい」「まあまあ」「普通」と

いうことで、「よくない」という答えはありませんでした。 

 

1  ても  5 56%

2 ま ま 4 44%

3 普通 0 0%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

1  ても  2 22%

2 ま ま 4 44%

3 普通 2 22%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

6 不明 1 11%
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３．職員の対応 

 職員の対応は、「とてもよい」89％と高い評価でした。 

 

 

 

４．入居者同士の人間関係 

 入居者同士の人間関係は、「まあまあ」と答えた人が 44％、「とてもよい」33％でし

た。「あまりよくない」「よくない」という答えはありませんでした。 

 

 

 

 

５．部屋・建物 

 「とてもよい」と答えた人が 67％と最も多く、「まあまあ」も含めると、建物や部

屋については高い評価でした。 

 

 

1  ても  8 89%

2 ま ま 1 11%

3 普通 0 0%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

1  ても  3 33%

2 ま ま 4 44%

3 普通 2 22%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

1  ても  6 67%

2 ま ま 2 22%

3 普通 1 11%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%
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６．生活の自由度 

 生活の自由度は、「とてもよい」67％、「まあまあ」22％と高い評価でした。 

 

 

 

 

 

 

７．アンケート結果より 

 ６項目のアンケートの結果をみると、大多数の入居者がそれぞれについて高い評価

で、満足しているといえそうです。 

しいて挙げれば、「食事について」は、献立、味付け、量、嗜好など個別性が最も高

い事項であり、評価は常に変動します。その時々に意見を聞きながら満足度を高めて

いくことが求められます。 

また、「入居者間の人間関係」も入居者が変動することにより、さらに時間の経過と

ともに評価は変動することが予測されます。入居者同士の努力・工夫も含めて、いつ

も課題だろうと思います。 

 

 

  

1  ても  6 67%

2 ま ま 2 22%

3 普通 1 11%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%
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９）ほっこりミーテング開催 

 『ほっこりミーテング』とは、入居者と職員代表と運営法人（だんだん会）との話

し合いのことです。これは計画していたわけではないのですが、実際の生活が始まり

入居者が生活していく上での様々な課題が出てきたときに、その解決方法の一つとし

て位置づけて実施し始め、とても必要なものだと思っているものです。 

 入居者と職員・法人の関係が「入居させてあげている」「ここの規則はこういうもの

だから守ってください」というものではなく、入居者のいわば“自治会”のようなも

のが必要なのではないだろうかと考えていました。つまり受け身ではなく、いっしょ

になって暮らしやすいシェアハウスを創り上げるという関係です。 

 そういう立ち位置になっていただき、いっしょに創り上げていくように運営できる

ことをめざしていますので、この『ほっこりミーテング』をほぼ定期的に行っていま

す。 

 

例）第 1回 ほっこりミーテングの内容 

◎外出支援における料金についての確認 

◎入居者同士、あるいは職員との金銭・品物の授受について 

◎入居者の方と遠出のショッピングを楽しみたい 

◎自分のお部屋から出る時は、カギを必ず掛け事務所に預ける。 

◎食事について 

食事量・献立の内容、味付け、だしの取り方など個人の好みをどこまで取り入れる

か。 EX.おつゆに煮干し、昆布等ダシをきかせて欲しい 

    しっかりとした濃い味にしてほしい  いや薄味にしてほしい 

    70歳代の人と 90歳代の人では食事量が違う。どうするか 

 

・新型コロナウイルス感染の問題が起きてから外出の機会が減った。家の中で卓球を

やりたいので、道具を購入してください 

・夏は早朝散歩をしたい。玄関の鍵を早く開けてほしい 

・他の入居者の噂話は、なるべく止めよう。 

・漬物をつけるとか、手作りおやつを作るなど自由にやってもいいのか 

  

など、法人に対しての要望もあるし、入居者同士の約束事の確認など多様な意見が

出ます。 

 自分たちの決め事を忘れてしまう方もいるので、貼り紙も応用します。 
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１０）短期入所（ショートステイ利用）の入居者について 

 入居日と退去日を決めて入居された方を短期入所（ショートステイ利用）としまし

た。１年半で７名が入居しました。 

  

 

 

 

 

 

 

(1)体験入居 

７名中５名は、体験入居でした。要介護状態で、自宅で生活しているが、今後の居

場所とし入居を体験してみたいと、２泊３日程度の入居でした。家族が介護できない

場合や介護保険でのショートステイ利用を希望しない場合の居場所として考えたいと

いうことで体験入居しました。 

その中で、この 1年半の間に再利用された方が 1人います。その方は、一人暮らし

の男性です。「様々なサービスを利用しながら何とか自宅で暮らしているが、近々それ

が無理になるだろう。その時に自分はどういうところで暮らすか」選択肢の一つとし

てわがままハウスでの生活を体験された。2019年の台風 19号の時にその方の家は避

難地域に指定され、学校の体育館に避難の指示が出た。体育館では自分でトイレにも

行くことができず、移動も無理。その時にわがままハウス山吹なら大丈夫だと避難の

ために 1泊入居されました。 

 

(2)休養入居（レスパイト）  

 80歳代後半の女性です。家族二人を介護しているとのことです。「それぞれにヘル

パーさんがきて介護してくれるんだけど、私がどうしても介護しなければならない。

自分も世話をしてほしい年齢なので、とても疲れる。心身の疲労が溜まっている。た

まには自分を休ませてあげたい。2泊 3日でお姫様のような生活ができるんですか！

露天風呂のようなお風呂に入り、ゆっくりお昼寝して、黙っていてもおいしいお食事

ができるなんて何て素晴らしい！ それだけならホテルでもできるけれど、ここのい

いところは、おしゃれなおしゃべりができること。お知り合いにこれからもつながっ

ていける。時々利用したいわ」ということでした。そういう需要もあるんだなあと知

りました。しかし、その後、この方の利用はまだありません。 

 

(3)退院後、自宅生活までのつなぎ入居 

 たくさんの症状がありながら自宅で一人暮らしをしている 80歳代の女性の方です。

症状があるまま退院となるが、一人暮らしの自信がないので 1週間のつなぎ入居・慣

らし入居ということで入居されました。その後は、自宅で生活されています。 

  

短 入居の目的  数

体験入 5

休養入 1

自 生活へのつなぎ 1
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職員状況・諸サービス 

１）寄り添いスタッフ 

 朝 8時から夜 8時までの 12時間は、職員が常駐する体制で、前述した寄り添いスタ

ッフが必ず一人はいます。8時から 14時の 6時間（通称Ａ勤）と 14時から 20時の 6

時間（Ｂ勤）でシフトを組んでいます。担当する職員は、6名～7名でそれぞれの働く

条件に合わせて担当します。業務マニュアルに沿って、主に食事支援・家の管理整備

なども担当しますが、入居者の生活・心に寄り添い、日常生活を豊かに張りのある生

活・生き方ができるように支援する役割です。 

 入居者が増えるにつれ、業務量が多くなり、途中から食事作り・支援を担当する職

員を別に配置しています。 

 

２）介護スタッフ 

 わがままハウス山吹としては介護スタッフを雇用してはいません。要介護の入居者

数・状況によって外部サービスとしての「定期巡回・随時対応サービス」を利用して

います。北杜市内で「定期巡回・随時対応サービス」を実施しているのは、当法人の

「定期巡回てくてく 24」（「てくてく」と略す）だけです。 

入居者が少なく、要介護者があまりいない時期は、てくてく職員はスポットで必要

な時間帯だけ支援に勤務するというやり方でしたが、要介護の入居者の増加に伴い、

てくてく職員が常駐し必要に応じて加えていく方法をとっています。 

「わがままハウス山吹」入居者の中で、要介護で「てくてく」を利用する入居者が

常時 5～7名いますので、てくてくの職員は朝 8時から夜 8時まで交代で最低一人は常

駐して介護をしています。朝の起床時ケア、入浴保清ケア、就寝時ケアなどを必要な

方に必要な時間帯に支援します。一人で対応できない場合は、その時間帯にスポット

でてくてく職員が支援に入ります。 

 

３）ミーテイング 

 寄り添いスタッフと介護スタッフ（てくてく職員）は、月 2回は全員でミーテイン

グを行っています。主な議題は、①入退去状況、②職員配置状況、③入居者の生活に

ついて、④入居者の介護について、⑤行事やイベントなどです。 

 ミーテイングで目標を共有、課題整理と改善策の検討などを行っています。 

 

４）緊急コール・夜間の当直 

＜緊急コール＞ 

夜 8時から朝 8時までの 12時間は職員不在なので、その間は緊急コール（看護師が

受けます）での対応を行っています。入居者自身の携帯電話を使用する方と、法人貸

し出しの緊急コール用携帯電話を使用する方がいます。（使用できない方もいます） 

 これまでで緊急コールにコールがあったのは、次のような状況です。 

・入居者が転んで倒れているのを他の入居者が発見してコールした 
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・入居者が廊下でうずくまっているのを他の入居者が発見してコール など 

自分でコールできない方に代わって他の入居者がコールした例が多く、本人が本人

の体調不良で夜間にコールした例はありませんでした。 

 緊急コールを受けた場合は、ほとんど現場に駆け付け対応しています。 

＜夜間の当直＞ 

 夜 8時から朝 8時までの時間に当直をすることがあります。 

① 入居当初の数日間 

入居条件に「夜間一人で過ごせる人」と提示してあり、それが可能だと判断した人

が入居しますが、不慣れな環境で不安があることも考慮して確認のために職員が当

直する場合があります。 

② 夜間の行動に不安がある場合 

  入居当初は、夜間の生活に支障がなかった方が、途中で不眠になるとか、あるい

は認知障害の進行により他の入居者の生活を不安にするような行為があるような

場合は、職員が当直をすることにより状況観察をします。 

③ 終末期の看取りが予測される場合 

  高齢・老衰等で人生の終末期を迎えている方で、「わがままハウス山吹」で最期ま

で過ごされることを選択されている方の場合は、ご支援する方針です。その状態

になられた方に家族同意・依頼で当直を行いました。 

 

５）寄り添いスタッフのアンケート結果 

開設後半年が経過した 2020年 10月に、寄り添いスタッフにアンケート調査を行い

ました。寄り添いスタッフ 10名の結果（自由記載も含む）は別紙の通りです。 
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1．全体的に  働きやすさはいかがですか 

・ミーテングは、状況を把握したり意見交換ができとても有意義な時間だと感じる。 

・調理・食材確保については、一考の余地がある。 

・無理のない仕事ができてありがたいと思う。やりがいがある。 

 

2．勤務形態  6 時間の勤務時間・２交代という働き方 

・体力的には、6時間は働きやすい 

・8時からというのが入居者にとって遅いので、結局 7：30前には勤務している状況 

・アクシデントや引継ぎのため、遅くなることが多い 

・6時間ずつの 2交代ではなく、選択できる体制がいいのではないか 

・申し送りが確実にできる工夫が必要 

 

3．仕事の内容  入居者への“寄り添い支援”について（マニュアルに沿って） 

・入居者が居間にいる時間が少しずつ長くなっているのがうれしい。 

・食後やお茶のおしゃべりは、入居者同士のつながり・楽しい会話ができている。 

・寄り添いの加減が難しいこともあるが、日常的に接している。 

・朝が慌ただしいが入居者さんが台所に来て手伝ってくれる。 

・一緒に活動するのはよかったと思う。 

・徐々に改善され、寄添いスタッフは入居者とのよいかかわりができているとう。 

・寄り添いスタッフの役割の理解をもう少し深める必要がある。 

1  ても  4 40%

2 ま ま 5 50%

3 普通 0 0%

4  まり くな 1 10%

5  くな 0 0%

1  ても  4 40%

2 ま ま 3 30%

3 普通 2 20%

4  まり くな 1 10%

5  くな 0 0%

1  ても  2 20%

2 ま ま 6 60%

3 普通 2 20%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%
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4．仕事の内容  家の管理について（マニュアルに沿って） 

・入居者が増えてから目立たないところの拭き掃除等がていねいにできなくなった。 

・入居されている方が過ごしやすいように管理出来ている。 

・業務マニュアルがきちんとできているので働きやすい。 

・会議を定期的に開くので、いろいろな改善がなされてゆき、よかった。 

・各々の持ち味を生かして管理できている 

 

5．仕事の内容  調理について 

・朝食は余裕がない。8:30朝食は待ち遠しいようである 

・朝食は入居者とゆっくり相談できる余裕がない 

・主婦として調理はやってきたが、「これでいいのか」と不安になることがある 

・入居者が増えてきたので、食事作りに追われる。前日の勤務者のサポートが助かる 

・食事担当職員の配置を望む 

 

6．てくてく職員との連携 

・各々の声掛けがもう少し必要だと思う 

・てくてくのスタッフの仕事の多さを感じる。申し訳ない。 

・仕事の分担がはっきりしているので疎通できる。分担があっても協力しあいうまく

できている 

・円滑に仕事ができている 

1  ても  5 50%

2 ま ま 5 50%

3 普通 0 0%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

1  ても  2 20%

2 ま ま 3 30%

3 普通 5 50%

4  まり くな 0 0%

5  くな 0 0%

1  ても  4 44%

2 ま ま 3 33%

3 普通 1 11%

4  まり くな 1 11%

5  くな 0 0%
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６）外部サービス利用 

 「わがままハウス山吹」は、必要なサービスについては、いわゆる“トッピング方

式”です。家・個室の部屋を提供し、個々人の入居者に必要なサービスは外部サービ

スを加えていく（トッピング）というやり方です。 

介護は、前述の『てくてく 24』（外部サービス）が介護保険のサービスとして実施

しています。その他、以下のようなサービスが提供されました。 

 

(1)医師（受診・訪問診療） 

 入居者が主治医を選択します。かかりつけの医療機関・医師に通院により受診する

人、あるいは新たに訪問診療を希望する人と様々です。相談された場合は、いくつか

の医療機関を紹介し、本人・家族に選択していただきます。 

 夜間休日の対応をしていただき、終末期ケアも取り組んでくださる医師の存在はあ

りがたいです。受診する人と訪問診療を受ける人は、おおむね半々です。 

 

(2)訪問看護・リハビリ 

 当法人の定期巡回サービスである『てくてく 24』は、介護看護一体型ですので、定

期巡回サービスの一環として看護師・理学療法士が訪問しケアする場合と、『地域看護

センターあんあん』（訪問看護ステーション）から看護師・理学療法士が訪問ケアする

場合とがあります。これは入居者・利用者が選ぶわけではなく、制度上の決まりごと

があってそれに従って訪問頻度や料金が違います。 

 

(3) 薬剤師 

 訪問薬剤指導等で、薬剤の管理・指導や助言をお願いしている入居者がいます。 

 

(4) ケアマネジャー 

 入居者で介護保険のサービスを利用する人は、ケアマネジャーに介護計画作成など

をお願いしています。入居者が選んだ数カ所の介護支援事業所が担当しています。 

 

(5) 訪問入浴サービス 

 「わがままハウス山吹」の浴槽でどうしても入浴できない状態の人は、訪問入浴サ

ービスを利用しています。 

 

(6)デイサービス 

 入居者が、外部のデイサービスを利用している人もいます。 

 

(7) ボランテイアなど 

 植栽の手入れや庭の花の世話などを実施してくださるボランテイアの方々、あるい

は差し入れをしてくださる知人たちなど多数の方々の厚意で支えられています。 
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７) 自治体との連携 

2016年１月一般社団法人だんだん会を設立し、その後認知症グループホームの開

設、訪問看護ステーションの立ち上げを通じてその都度行政と関わりを持ってきまし

た。「定期巡回・随時対応型訪問介護看護（てくてく 24）」では、地域密着サービスで

あるため、運営内容についても市と協議してきました。 

今回の「わがままハウス山吹」についても、国の補助事業であるため、提案の早い

うちから、市とも話をし理解してもらった。これまで事業を進める中、協議を積み重

ねてきた経緯もあり、だんだん会のやろうとしていることを理解してもらってきてい

ること、また市としても、住まいに関して様々な困りごとを認識しており、ひとつで

も選択肢が増えることで利用できる方がいることが良いことと評価してもらっている

と思います。 
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経営状況 

 「収支はどうなっているのか」という質問がよくあります。入居者が 10名の場合の

平均的 1か月の収支は、おおむね以下のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜収入について＞ 

・居室使用料は、50,000～100,000ですが、平均は約 65,000となっています。 

・食費は、完全に自炊をしている方と時々自炊・外食などをする方などで、1か月 

約 300,000円の収入となり、実際に食費関連にかかっている経費はほぼ同額です。 

 

＜支出について＞ 

・一般経費の内訳は、食費、水光熱費、消耗品費、自動車維持費、（減価償却費）などで

す。 

・人件費が安価に見えるのは、寄り添いスタッフの人件費のみの計上となっているから

です。しかも、寄り添いスタッフは一日 6 時間勤務の非常勤職員で担当しています。 

・介護スタッフは、別事業所（定期巡回サービス所属）のスタッフのため、ここには計

上されません。 

 

＜収支について＞ 

 入居者が 10名の場合は、1か月約 10数万円の黒字になります。 

 

  

大 か 収支構造

（入  10人の 合）

項目 金額

 室 用料 650,000

管理費 300,000

寄り添 費 500,000

食費 300,000

その他 15,000

合計 1,765,000

  経費 1,100,000

人件費 500,000

合計 1,600,000

収入

 出
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Ⅲ 成果と課題 

＜全体的に＞ 

生活支援が必要な方の新しい暮らしの場として『支援付き共生すまい』が有効で、

多様な高齢期のライフスタイルを支えるモデルになりました。移住ブームの中で都市

近郊の空きペンションを活用した小規模で家庭的なシェアハウスで、地域住民の「寄

り添いスタッフ」と外部サービスとしての介護スタッフがいっしょになって支援する

方式や、入居者同士が主体的にかかわりあって生活することの実現のための『ほっこ

りミーテング』などの会議のあり方も今後の運営の参考となるでしょう。 

“住み慣れた地域・家”ではなく、“住みたい地域・居場所”になるような地域作り

が求められているのではないでしょうか。 

 

＜建物について＞ 

１．既存ペンションの改修の良さ 

・新築にはない味のある空間 

ペンションならではの風光明媚な風景を活かすため、天窓が良い感じに各居室のア

クセントになり、空間的な魅力を出しています。２階部分を談話スペースに改築し窓

を広く取り、遠方の山を望む景色がきれいに見えるようにしたので、入居者同士が 2

階でくつろいで団らんすることができるようになりました。また、浴室ももともとの

露天風呂風に三面をガラス張りになっているのを生かし、森に面しており、景色を眺

めながら入浴できるようになっています。 

・古民具などの活用で落ち着いたリッチな居心地 

 地域住民や職員、友人・知人の寄贈の、新品ではない上等の古民具・食器・高級家

具などが家の中のいたるところに置かれ、さらに使用されていることで、懐かしさや

ゆとりを感じることができる居心地の良い空間となりました。 

 見学に来た多くの方が「まあ、なんて落ち着いた雰囲気でリッチな気分で暮らせる

ところでしょう！」と言ってくれます。 

・小規模な建物の良さ 

 建物の造りや間取りなど、1戸建ての家の少し大きいサイズのようなので、入居者

同士が部屋の行き来があったり、いっしょに台所で作業したりとシェアハウスとして

暮らしやすい建物となっているようです。入居者が“自分の家”“自分たちの家”とい

う意識をもっていることが頻繁に見受けられます。 

 

２．改修の問題・課題 

築 29年のペンションを改修したが、元建物の老朽が思ったより激しく、当初は

3,000万円を見込んでいた改修だが、実際は 4,700万円かかりました。また設備的な

面で、開設後新しく取り換えた箇所は問題ないのですが、既存部分に問題が出る等、

改修工事後の問題も生じています。事業開始後、予想以上の修繕費がかかっていま

す。 
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＜運営について＞ 

 

１．実践してわかったこと・成果 

 

(1)“支援付き共生すまい”に需要があるということ 

 介護施設ではなく、“支援なしの共同生活住居（シェアハウス）”ではなく、1戸建

の自宅ではない“支援付き共同生活住居”に需要があるということがわかりました。 

 介護が必要かもしれないという状況になった時に、自宅を離れ生活場所を変えると

すれば、『介護施設』（特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、介護老人保健施設、認

知症グループホームなど）か、『サービス付き高齢者向け住宅』を選ぶことになるのが

通常です。しかし、それぞれの施設に『入居できない』『入居したくない』と、意に反

して入居せざるを得ない人が少なくないと聞きます。 

 そういう中で、選択肢の一つとして“支援付き共同生活住居”に需要があるという

ことがわかったのです。それは、入居理由に示しているように、多様な理由の需要が

あるようなのです。 

 

＜再掲＞ 

  

 

 

 

 

 

 

・要介護と認定されていないが、支援が必要な人 

・一人暮らしで、要介護状態を予測し、対策を準備しておきたい人 

・家族・親族からの“呼び寄せ”で、安心して暮らせる場所への転居 

・既存の介護施設入居への不満足 

・介護する家族の病気などの変化による居場所の確保 

・サービスを受けたいが、住民票がないために受けられない 

 

 多様な事情で介護施設を利用できない方、利用したくない方がいるのです。その

方々を一時的にせよ入居して十分な介護を提供して安心して暮らせる態勢を整えた居

場所、“支援付き共同生活住居”の需要があるということがわかりました。 

 

(2）“つながり”を重視した共同生活住居の必要性 

 有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅は、個室で規定以上の広さが確保さ

れ、トイレ・浴室が付いています。プライバシーが守られ、入居者が自由に暮らせる
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ように設定されています。それはとても重要なことで現在の日本社会に必須のサービ

スだと思います。 

 しかし、その利用者の中に不満に思っている人がいることは確かです。その理由は

“人と人のつながり”が足りないことのようです。それを求めてわがままハウス山吹

に入居された方々がいます。 

 入居者同士をかかわりなしに（ある意味）放置して“つながり”が生まれるかどう

か。それはなかなか難しいことです。“人間と人間をつなげる役割”を自覚して、意識

して技を磨き実践しないとできない役割だと思うのです。 

 わがままハウス山吹では、寄り添いスタッフを中心に“入居者同士のつながり”を

意識して生活支援を実施してきました。入居者個々人への支援はもちろんのこと、入

居者同士がお互いを意識し、尊重し、共に暮らす“人”として暮らし合っていくこと

ができるように支援することです。 

 これは“介護”ではなく、新しい概念だと思うのです。そういう立ち位置で支援が

必要な方々が暮らし合うこと（共同生活）を支援していくことがこれから求められる

ことだと思うのです。 

 そう自覚して実践することで入居者が暮らしやすくできるようです。 

 

(3）要介護の人とそうでない人が共にかかわり合って暮らすことができること 

 入居条件をかなり幅広くしました。住民票・要介護度・認知症の有無・病気の重症

度などの入居条件にはせず、ある意味では“誰でも入居してください”ということで

入居者を募集しました。 

 その結果、多様な方々が入居しました。年齢は 70歳代の今風でいえばまだまだ若い

方が 2割弱、一番多いのは 90歳代で 5割弱、要介護者は 6割で、介護など必要ない方

が 4割です。 

 認知障害をみると、認知症症状が全くない人は全体の約 4割で、軽度中等度の方が

6割です。記憶障害など認知障害が全くない方と軽度・中程度の方がいっしょに暮ら

すシェアハウスです。 

 身体障害の違い、認知障害の違い、生活環境の違いなど多様な違いがある方々がい

っしょに暮らすことが可能か。『たぶん可能でしょう』という希望・前提で実践し始め

た『わがままハウス山吹』です。その答えはまだ出てはいませんが、支援する側の

志・意識や条件によって、可能になるという手ごたえを感じているところです。 

 

(4） “寄り添いスタッフ”という市民の活躍の場 

 “要介護の方の日々の生活や生きることの支援はだれが担うのがよいのか”という

ことについては、様々な考えがあるテーマです。だんだん会では、一番身近で入居者

の気持ちに寄り添い支援するのは、一般市民が最適ではないかと考えています。“介

護”“看護”“医療”は、ある意味では生きることにとって“オプション”です。どの

ような状態になっても、生きていく主体は本人です。それを支援する主体は誰か。も

ちろん医療職も介護職など専門職もサポートしますが、気のおけない家族・友人・知
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人たちである一般市民だと思うのです。その方々のかかわりが最も重要で、それに付

け加えて専門職がそれぞれの専門性を発揮してかかわらせて（支援）いただくのだろ

うと考えています。 

 わがままハウス山吹では、その考えをもとに『寄り添いスタッフ』という市民の

方々の力に期待し、活躍していただこうという運営を行ってきました。 

 （実際の活動は、だんだん便り参照） 

 

(5）八ヶ岳根っこの会とのだんだん会の協働 

 北杜市には、地域住民の主体的な動きである『八ヶ岳根っこの会』があり、当法人

と協働することでわがままハウス山吹を作ることができました。サービスや支援を受

けることを望んでも自分にとって納得がいくサービスがあるとは限らない状況です。

“自分たちが望むものを作っていこう”という地域住民の主体的な気持ちを育て、い

っしょに取り組む仲間を作り、形にすることがあってはじめて“地域づくり”“まちづ

くり”になるのだと考えます。 

 『八ヶ岳根っこの会』という主体的で前向きな考えの会があり、完成した後もその

メンバーがわがままハウス山吹の寄り添いスタッフやてくてくの介護職員としていっ

しょに運営をしています。この“協働”こそ貴重な地域の力です。 
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２．今後の検討課題 

(1)夜間体制について 

前述の通り、わがままハウス山吹入居継続を希望しながら退去せざるを得なかった

方が 7名いました。その要因の一つは夜間の見守り・介護がないことです。 

認知症の症状の進行等により夜間の見守り・介護がないと本人や他の入居者の不

安・危険につながる恐れがあったからです。他の介護施設に転居されました。 

1年半以降の入居者の中で、認知症はあるのですが超高齢で終末期に近い状態の方

の場合は、考えさせられました。夜間の『介護』とまではいかなくても、誰かの『見

守り』『声かけ』があれば、わがままハウス山吹での暮らしが継続できて、看取りも可

能だったと考えられたからです。何とか入居を継続できないかと職員が夜間当直をし

て経過をみたこともありましたが、恒常的な体制をとるには至りませんでした。 

 もともと職員の夜間体制がないことを前提に計画し種々設定しており、選択できる

居場所の一つとして利用していただくように作った家・居場所です。ですから夜間の

介護が必要になったらそういう居場所に移っていただくのは当然という考え方があり

ます。しかし、実際に運営してみると夜間、『見守り』のための『誰か』がいられるよ

うな運営を検討せざるを得ない状況です。「夜間体制をとったら利用料をもっと上げな

ければならない。それは無理」「必要な人だけ、個人負担で泊まってもらえばいいでは

ないか」「資格関係なく泊まってくれる有償ボランテイアを探そう」など検討中です。 

 

(2)わがままハウス山吹での看取り 

わがままハウス山吹での看取りを希望されている方の対応について試行錯誤中で

す。超高齢で重篤な病気がありながらも要介護状態で生活している方がいよいよ終末

が近づいてきました。延命などは望まず“自然な死”を迎えるような支援を依頼され

て医師もその方向で診療しています。ただ、職員がいない夜間帯に呼吸停止すること

についていろいろ意見があるのです。ご家族は、「家で家族と暮らしていても気がつか

ないうちに息を引き取っていることもあるのだから、それでいい。そのことを承知し

て入居しているので問題ない」といいます。しかし、“夜間に苦痛がでてきたらどうし

よう”“せっかく一緒に暮らしてきたのにお看取りできないのが寂しい”などと職員な

どが不安に思ったりします。 

この方の場合は、そういう声をもとに、ご家族が「自費で夜間泊まってくださる看

護師をご紹介ください」という依頼があり、そういう看護師を確保していたので実現

しました。 

 

(3)別荘ホスピスは、終末期を過ごす選択肢の一つ 

“別荘のようなところでホスピスケアを！”という趣旨で入居者募集をしました。

一人だけ応募があり入居されました。他県で一人暮らしをしていた方で予後数か月と

いわれてだいぶ衰弱されている方でした。わがままハウス山吹の近くに住む身内の方

が勧めて、がん末期の時期をわがままハウス山吹で過ごそうと入居されたのです。入

居当初は、大変気に入って喜んで暮らしていましたが、他の激しい症状が出現し入院
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し、その後短期間で死亡されたとのことです。4日間の入居でした。身内の方は、「4

日間でしたが、本人はこの地域とわがままハウスの環境を非常に気に入りとても喜ん

でいました。特にたまたま入居した翌日がジャズのミニコンサートがあり、一番前で

聞いてにこにこしていました。豊かな時間を過ごすことができました」と話していま

した。 

この地域では、在宅ホスピス対応を積極的に実施しています。熱心な往診医、訪問

看護、サポートする病院、ケアマネジャー、訪問薬剤師など最期まで在宅療養生活が

可能になるような取り組みがされています。わがままハウスも「在宅」なので、その

チームの力とわがままハウスのスタッフで、想定される不安やリスクの対応し、その

方に合ったお看取りができるように取り組むことになっています。 

 今後、在宅ホスピスの一つの形としての『別荘ホスピス』の短期・長期利用という

選択肢のあり方を模索していきたいと思います。 

 

(4)寄り添いスタッフと介護スタッフ（てくてく職員）の連携 

 同じ建物で、同じ入居者に、所属が違うスタッフが支援していくことは、そう簡単

ではありません。役割・やることは別に決めてあっても“生活をしていくことを支援

する”という意味では重なる部分も多いし、お互いが手伝い助け合うことが必須で

す。スタッフの交代もあれば、入居者の変動もあります。 

 月 2回の合同ミーテングでの確認・調整・意見交換がカギとなります。 

 

(5)入居者同士の良好な関係性の維持 

 入居されている方の個人の歴史はかなり違います。長く一人暮らしをしてきた方、

あるいは人と接することをあまり好まない方、生活習慣が大きく違う方などが“かか

わり合って暮らし合う”という選択をして入居されました。 

 共同生活をどう思っているのかと不安になるのですが、アンケートの結果から、だ

いたいは『人間関係良好』で『良い方たちが入居していて、みんな仲良しで嬉しいで

す』という答えが多いです。（なかには、少数ですが人間関係があまりよくないという

方もいます） 

最初は遠慮していてもだんだん本音が出てきたりします。気の合わない方々もいま

す。しかし、入居者自身も努力されていっしょに暮らすことのプラス面を大事に生活

しているように見えます。ある入居者がこうおっしゃいました。「ここに入居してとて

もいい勉強になっています。自分自身の価値観を変えるという勇気が必要なことがあ

るのですね。よかったです」と。 

高齢になってから新たな形での生活をはじめて馴染んでいくのは大変なことだと思

います。入居者同士が良好な人間関係を維持するためには、スタッフも支援します

が、本人たちの主体的な生き方や関係性の維持などの努力も必要で、ほっこりミーテ

イングという入居同士の話し合いの場を大切にしていくことが必要だと考えていま

す。 
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共同提案者 八ケ岳根っこの会 

   共同で企画提案し、いっしょに事業運営を行って 

「八ヶ岳根っこの会」のメンバーは、それぞれが長く務めた仕事を終えたり、仕事

を減らしたりして、この地で暮らしたいと北杜市に移り住んできました。ここで最期

まで暮らし続けるためには何が必要なのか、自分らしく生きるには何を準備しておけ

ば良いのか考え話し合いを続けました。まだ少し余力のある今、誰かの役に立てるの

ではないかと思い「八ヶ岳根っこの会」を立ち上げました。この地の多くの人と根っ

こで繋がり支え合える会を目指しています。こんな私たちの思いと「一般社団法人だ

んだん会」の設立目的は、どこかでつながっていると思います。最終目標は、誰もが

最期まで自分らしく暮らせる地域づくりです。 

 だんだん会の理事長の宮崎さんのパワーに引っ張られて、「わがままハウス山吹」設

立前から意見交換を繰り返し、様々な思いを聞いていただきました。開設後には、「寄

り添いスタッフ」や「介護スタッフ」として個々が出来うる活動形態で運営に関われ

たことは、私たち「八ヶ岳根っこの会」にとって有意義なことでした。自分たちが

『ここに住みたい』『ここが終の住処』と思えるような家づくりでした。開設後に入居

された方々も楽しいイベントをスタッフと共に作り上げながら、自分らしい穏やかな

日常を過ごされています。これまで、あっという間のような期間でしたが、楽しみな

がらみんなで作ったという満足感があります。 

 設立から１年半が経ち、この「わがままハウス山吹」がこれからもずっと持続して

いくことを願います。そのために「八ヶ岳根っこの会」として何ができるかというこ

とを、今もみんなで話し合っていますが、話し合いの中で以下のことは確認できてい

ます。 

①運営にあたる「住み良い共生すまい作り地域会議」のメンバーとして、「わがままハ

ウス山吹」の情報を得て、入居者が心穏やかによりよく住めるように意見を述べて

いく。 

② 「わがままハウス山吹」に対して、主体的なボランティア活動を行う。 

 頼まれた補助的なボランティア活動はできる範囲で行うとともに、スタッフと相談

しながら、ボランティアとしてイベントを企画し、定期的な活動を行う。 

③ 「根っこの会のサロン活動」（別紙参照）の企画に、「わがままハウス山吹」の居住

者を招待することで、地域住民との交流の場となり、住み良い地域づくりにつなが

ると考える。 

 

 「八ヶ岳根っこの会」は、何よりも、居住している人がそれぞれに最期まで自分ら

しく生きられるように願い、これからも「わがままハウス山吹」に関心を持ち続け、

心を寄せていきたいと思っています。 

（根っこの会 記） 
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           資料編 
 

 

 

 

 

 

 

◆当法人の情報誌『だんだん便り』の掲載記事 

◆雑誌掲載 

  ・日本看護協会機関誌『看護』のグラビアで紹介 

    2019.10 日本看護協会 

  ・生活クラブ情報誌『生活と自治』で紹介 

2021.2.1 NO.622 で紹介 

  ・月刊誌『医療・福祉経営の新時代と人財を作る Vision と戦略』 

    特集「大好きな北杜で最期まで！」 紹介 

     2019.5.20 保健・医療・福祉サービス研究会 

                              

など多数 
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